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（４）2035年温室効果ガス削減目標  

図１ 2024年衆議院選挙各政党の気候政策比較 

注2）政党名は略称で書いている。自由民主党（自民）、立憲民主党（立憲）、日本維新の会（維新）、公明党（公
明）、国民民主党（国民）、日本共産党（共産）、れいわ新選組（れいわ）、社会民主党（社民）、参政党（参政）。 

（２）2030年火力発電化石燃料（石炭、LNG、石油）削減または廃止目標 
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注1) 図の右端の2030年、2035年温室効果ガス削減目標JSA-ACTによる推奨値は、気候危機回避のための値。
日本の技術的可能性も加味した。 
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(*)42%の中に水素、アンモニア1%を含む。 


